
（４） 受

 

◎「保

受講者数

 

Ⅰ 本取

Ⅰ－１

Ⅰ－１－

 東

 

Ⅰ－１－

 1

 2

 3

 4

 

 

 

 

Ⅰ－１－

 男

 女

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－１－

ある：

受講生によ

育系学部生

数：計 15 名

取組に関する

【属性につい

－１）所属大

東洋英和女学

－２）学年 

年次生：該

2 年次生：10

3 年次生：4

4 年次生：1

－３）性別 

男性：該当者

女性：15 名 

－４）この演

：1 名，ない

Ⅰ－１－

 大

 高

 中

 小

 

 

よるアンケ

生のための

名 

る共通の質

いて】 

大学・学部（

学院大学 人

該当者なし 

0 名 

名 

名 

者なし 

演習以外に，

い：14 名 

－５）それは

大学：該当者

高校：該当者

中学校：該当

小学校：1 名

ケート評価

食農フィー

問 

（コース等）

人間科学部：

これまでに

はどの時期か

者なし 

者なし 

当者なし 

 

価 

ールド科学

 

15 名 

にフィールド

か(複数可）

学演習」アン

を利用した授

ンケート集

授業を受けた

集計結果 

た経験があるるか 



Ⅰ－２

授業のこ

 ガ

 パ

 先

 ネ

 そ

 

 

 

 

Ⅰ－３

Ⅰ－３－

 自

 体

 単

 現

 食

 広

 他

 他

 友

 お

 そ

 

 

Ⅰ－３－

 自

 体

 単

 現

 食

 広

 他

 他

 友

 お

 そ

 

【この授業に

ことを，何を

ガイダンス：

パンフレット

先輩から：1

ネット：該当

その他：1 名

【この授業に

－１）最も強

自分の大学に

体験学習だか

単位が取得で

現在の志望分

食と農につい

広い知識を得

他大学のこと

他大学の学生

友人が参加す

おもしろそう

その他 (自由

－２）二番目

自分の大学に

体験学習だか

単位が取得で

現在の志望分

食と農につい

広い知識を得

他大学のこと

他大学の学生

友人が参加す

おもしろそう

その他 (自由

に参加するに

を通して知っ

13 名 

ト：該当者な

名 

当者なし 

名 

に参加した理

強い動機はど

には無い授業

から：2 名 

できるから：

分野に関係す

いて学べるか

得たいから：

とを知りたい

生と交流でき

するから：該

うだから：1

由記述）：該当

目に強い動機

には無い授業

から：4 名 

できるから：

分野に関係す

いて学べるか

得たいから：

とを知りたい

生と交流でき

するから：1

うだから：該

由記述）：該当

にあたっての

ったか（複数

なし 

理由について

どれだったか

業科目だから

2 名 

するから：1 名

から：1 名 

1 名 

いから：該当

きるから：該

該当者なし 

名 

当者なし 

機はどれだっ

業科目だから

1 名 

するから：1 名

から：4 名 

1 名 

いから：該当

きるから：1 名

名 

該当者なし 

当者なし 

の情報入手に

数可） 

て】 

か 

ら：7 名 

名 

当者なし 

該当者なし 

ったか 

ら：2 名 

名 

当者なし 

名 

ついて】 



Ⅰ－４

Ⅰ－４－

 そ

 自

 わ

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－４－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－５

Ⅰ－５－

 多

 丁

 少

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－５－

 大

 ま

 あ

 悪

 

【広島大学で

－１）今回受

そう思う：1

自分の大学に

わからない：

－２）他大学

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

【他大学の学

－１）今回の

多すぎる：1

丁度良い：1

少なすぎる：

－２）他大学

大変良かった

まあまあ良か

あまり良くな

悪かった：該

で授業を受け

受講したフィ

4 名 

にも類する科

該当者なし

学の先生の授

う：13 名 

う思う：2 名

思わない：該

い：該当者な

学生との交流

の授業の受講

名 

4 名 

該当者なし

学の学生と同

た：10 名 

かった：5 名

なかった：該

該当者なし 

けた感想】 

ィールド教育

科目がある：

し 

授業を受講で

 

該当者なし 

なし 

流等について

講者数（30 名

し 

同じ授業を受

 

該当者なし 

育に類する授

1 名 

できて良かっ

て】 

名）は、 

受けたことに

業は，自大学

た 

ついて 

学にはない科科目・内容だだった 



Ⅰ－５－

 活

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－６

（この授

Ⅰ－６－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－６－

 講

 実

 発

 

 

 

 

 

Ⅰ－６－

 長

 丁

 短

 

 

 

 

－３）他大学

活発にできた

まあまあでき

あまりできな

全くできなか

【演習の実施

授業は，4 日

－１）こうし

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）講義，

講義：該当者

実習：13 名 

発表：2 名 

－３）3 泊 4

長すぎる：該

丁度良い：1

短すぎる：2

学の学生と交

た：1 名 

きた：5 名 

なかった：9

かった：該当

施方法につい

日間の集中形

した組合せは

う：12 名 

う思う：3 名

思わない：該

い：該当者な

実習，発表

者なし 

日の日数に

該当者なし 

3 名 

名 

交流がどの程

名 

当者なし 

いて】 

形式で，講義

は，授業を理

 

該当者なし 

なし 

表のうち，最

について 

程度できたと

，実習，発表

理解する上で

最も面白かっ

思うか 

表の 3 部から

有効である

たもの 

ら構成されてている） 



Ⅰ－７

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－７－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加費に関

－１）自分の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）参加費

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－３）参加費

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

関して】 

の得たものを

う：11 名 

う思う：4 名

思わない：該

い：該当者な

費（実費）か

う：5 名 

う思う：4 名

思わない：6

い：該当者な

費（実費）か

う：8 名 

う思う：7 名

思わない：該

い：該当者な

を考えると参

 

該当者なし 

なし 

から考えて，

 

名 

なし 

から考えて，

 

該当者なし 

なし 

参加費は妥当

食事は満足

宿泊施設に

か 

できたか 

は満足できたか 



Ⅰ－７－

 そ

 そ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８

Ⅰ－８－

有意義で

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

－４）参加費

そう思う：5

Ⅰ－７

 

 

 

 

そう思わない

【食農フィー

－１）このフ

である 

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－２）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

費（実費）を

名 

７－５）参加

9,000 円～

10,000 円～

15,000 円～

20,000 円～

い：10 名 

ールド科学演

ィールド科学

う：13 名 

う思う：2 名

思わない：該

い：該当者な

演習によって

う：15 名 

う思う：該当

思わない：該

い：該当者な

をもっと高く

加費（実費）

：1 名 

～：2 名 

～：2 名 

～：該当者な

演習全体につ

学演習の形式

 

該当者なし 

なし 

て，フィール

当者なし 

該当者なし 

なし 

しても食事

がどの程度

なし 

ついて】 

式は通常の講

ルド科学の幅

と宿泊施設

までなら参加

講義だけの授

広さや面白

を良くしてほ

加するか 

授業よりも，

さを知った 

ほしいか 

物事を考える上で，



Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

－３）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－４）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－５）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－６）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

演習を受講し

う：10 名 

う思う：5 名

思わない：該

い：該当者な

演習によって

う：14 名 

う思う：1 名

思わない：該

い：該当者な

演習によって

う：3 名 

う思う：5 名

思わない：7

い：該当者な

演習によって

う：5 名 

う思う：9 名

思わない：1

い：該当者な

して食べ物と

 

該当者なし 

なし 

て，食べ物と

 

該当者なし 

なし 

て，わが国の

 

名 

なし 

て，行動力や

 

名 

なし 

農業の関係

命の関連性

の食料自給率

や積極性を高

についても

について考

について考

めることが

っと知りた

えるようにな

えるようにな

できた 

くなった 

なった 

なった 



Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

－７）この演

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－８）他大学

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－９）グルー

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－１０）グル

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

演習によって

う：10 名 

う思う：4 名

思わない：1

い：該当者な

学の学生と交

う：2 名 

う思う：5 名

思わない：8

い：該当者な

ープ単位の実

う：9 名 

う思う：6 名

思わない：該

い：該当者な

ループ単位の

う：1 名 

う思う：7 名

思わない：7

い：該当者な

て，これから

 

名 

なし 

交流すること

 

名 

なし 

実習によって

 

該当者なし 

なし 

の実習によっ

 

名 

なし 

らの学習意欲

によって，

て，チームワ

って，リーダ

欲が高まった

コミュニケー

ークに対す

ダーシップを

ーションスキ

る意識が高ま

とる力が高ま

キルが高まっ

まった 

まった 

った 



Ⅰ－８－

 非

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－８－

しいか 

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１）参加

非常に満足し

まあまあ満足

あまり満足で

全く満足でき

－１２）今回

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－１３）フィ

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

加する前の期

した：13 名 

足した：2 名

できない：該

きない：該当

回の演習を受

う：12 名 

う思う：3 名

思わない：該

い：該当者な

ィールド科学

う：9 名 

う思う：5 名

思わない：1

い：該当者な

期待度に比べ

 

該当者なし 

当者なし 

受講して後輩

 

該当者なし 

なし 

学演習以外に

 

名 

なし 

べて満足度は

輩にも勧めた

にも他大学の

どうか 

いと思ったか

の講義を受講

か 

できる機会をもっと増ややして欲



Ⅱ 授業

Ⅱ－１

Ⅱ－１－

 演

 家

 保

 牧

 搾

 羊

 

＜理由

家畜

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 

保育

・

・

・

搾乳

・

羊毛

・

・

 

 

 

 

 

 

業に関する質

【今回の講義

－１）最も面

演習ガイダン

家畜（ニワト

保育と食育Ⅰ

牧草から牛乳

搾乳した生乳

羊毛の加工：

由＞ 

畜（ニワトリ

・初めて解剖

・初めて解剖

・経験がなく

・鶏の解剖を

・本物の胃や

・はじめてだ

・鶏の体を目

・解剖したの

・やったこと

育と食育Ⅰ 

・今まで出会

・皆で議論を

・「いただきま

 

乳した生乳を

・実際にバタ

 

毛の加工 

・地道な作業

・多くの羊毛

質問（この演

義に関する質

面白いと感じ

ンス：該当者

トリ）の体の

Ⅰ：3 名 

乳ができるま

乳を加工する

2 名 

リ）の体の仕

剖したから。

剖したから。

く、衝撃が強

をしたことが

や腸などを見

だったから。

目で見て確か

のが初めてで

とのないこと

会ったことの

を交わしなが

ます」を誰に

を加工する 

ター作りをし

業がとても楽

毛に触れ、さ

演習は，講

質問】 

じた講義とそ

者なし  

の仕組みを見

まで：該当者

る：1 名 

仕組みを見る

 

 

強かったから

がなかったか

見て印象に残

 

かめることが

で実際に見て

とだったから

のない専門分

がら答えを模

に言うかとい

してそれを食

楽しかった。

さまざまな加

講義，実習，

その理由 

見る：9 名 

者なし 

る 

ら。 

から。 

残っている。

ができたから

て触って体の

ら。 

分野の方とデ

模索できたか

いう議題が印

食べることが

 

加工を体験し

発表等から

 

。 

仕組みを学べ

ディスカッシ

から。 

印象的だった

できたから。

て楽しかっ

ら構成されて

べた。 

ョンできるか

た。 

。 

た。 

ている） 

から。 



Ⅱ－１－

 演

 家

 保

 牧

 搾

 羊

 

＜理由

家畜

・

 

保育

・

・

・

・

・

・

牧草

・

・

・

・

・

・

・

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２）最も理

演習ガイダン

家畜（ニワト

保育と食育Ⅰ

牧草から牛乳

搾乳した生乳

羊毛の加工：

由＞ 

畜（ニワトリ

・よく理解で

育と食育Ⅰ 

・内容が難し

・演習の開始

・最終的な答

・いろいろと

・話が飛躍し

・答えがない

 

草から牛乳が

・化学的で難

・少し難しい

・用語が難し

・基礎知識が

・化学の知識

・化学式がわ

・流れはよく

・他の講義に

 

理解しにくか

ンス：該当者

トリ）の体の

Ⅰ：6 名 

乳ができるま

乳を加工する

該当者なし

リ）の体の仕

できなかった

しかった も

始直後で自分

答えが出なか

と意見は出た

してしまうこ

いことについ

ができるまで

難しかった。

い用語がでて

しかった。 

があまりなか

識が出てきた

わからなかっ

くわかったが

に比べて話を

かった講義と

者なし  

の仕組みを見

まで：8 名 

る：該当者な

し 

仕組みを見る

た。 

もっと時間を

分の考えがま

かったから。

たが答えは出

ことがあった

いて話すのは

で 

 

てきたため。

かったので難

たので少し難

ったから。 

が、専門用語

を聞く時間が

その理由 

見る：1 名 

なし 

る 

をかけたい。

まとまってい

 

出なかった。

たから。 

は難しかった

 

難しく感じた

難しかった。

語が難しかっ

が長かったか

 

なかったか

 

。 

。 

 

た。 

から。 

ら。 



Ⅱ－２

Ⅱ－２－

 乳

 乳

 中

 肉

 

＜理由

乳搾

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

中小

・

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今回の実習

－１）最も面

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

由＞ 

搾り体験 

・やったこと

・はじめてだ

・間近で牛と

・以前からし

・はじめてで

・牛を触った

・これを楽し

・牛を見るこ

・テレビなど

・実際にやっ

・牛に触れる

・初めて牛に

・牛の乳に触

 

小家畜へのエ

・羊が一斉に

・時間に余裕

 

習に関する質

面白いと感じ

13 名 

サやり：該当

のエサやりと

サやり：該当

とがなかった

だったので。

とふれあえた

してみたかっ

で楽しかった

たことがなか

しみにしてき

ことや乳搾り

どで見ていて

ってみたのは

ることができ

に触ることが

触れたから。

エサやりと畜

に放牧地に行

裕があったの

質問】 

じた管理作業

当者なし 

と畜舎の掃除

当者なし 

たため。 

 

たから。 

った。 

た。 

かった。 

きた。 

は初めての

てあこがれの

ははじめてだ

きた。 

ができた。 

 

畜舎の掃除 

行くのを見ら

のでしっかり

業とその理由

除：2 名 

の体験だった

の乳搾りがで

だったから。

られたから。

向き合えた

 

ので。 

きたから。

 

 

。 



Ⅱ－２－

 乳

 乳

 中

 肉

 無

 

＜理由

乳牛

・

・

 

中小

・

・

・

・

肉牛

・

・

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２）最も理

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

無回答：6 名

由＞ 

牛へのエサや

・牧草を混ぜ

・エサ作りは

小家畜へのエ

・家畜のおか

・人数などの

・バターがあ

・ヤギのけん

 

牛へのエサや

・乳牛との区

・肉牛のエサ

・あまりやら

理解しにくか

該当者なし

サやり：2 名

のエサやりと

サやり：3 名

名 

やり 

ぜる時にいろ

はしたが牛に

エサやりと畜

かれている状

の関係で先生

あまり上手に

んかが衝撃的

やり 

区別がつかな

サやりは実際

らなかったか

かった管理作

し 

 

と畜舎の掃除

 

ろいろと混ぜ

にあげるのは

畜舎の掃除 

状況がよくわ

生の説明が聞

にできなかっ

的だった。 

なかった。 

際にはしなか

から。 

作業とその理

除：4 名 

ぜていて難し

はすぐに終わ

わからなかっ

聞き取りにく

った。 

かったから。

由 

い。 

ってしまっ

た。 

かった。 

 

た。 



Ⅱ－２－

 家

 牧

 搾

 羊

 

＜理由

家畜

・

・

・

・

・

・

・

搾乳

・

・

・

・

羊毛

・

・

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－３）最も面

家畜（ニワト

牧草から牛乳

搾乳した生乳

羊毛の加工：

由＞ 

畜（ニワトリ

・初めて中身

・普段できな

・体験したこ

・興味があっ

・初めての分

・なかなかで

・見たことの

 

乳した生乳を

・バター作り

・振るのが楽

・バターがで

・バターを作

 

毛の加工 

・保育学科の

・羊毛で小さ

・多くの羊毛

面白いと感じ

トリ）の体の

乳ができるま

乳を加工する

該当者なし

リ）の体の仕

身を見た。 

ない体験がで

ことがなくて

ったため。 

分野だった。

できることで

のない体の構

を加工する 

りが楽しかっ

楽しかった 

できることを

作って実際に

のようでとて

さい羊を作っ

毛に触れたか

じた実習（講

の仕組みを見

まで：5 名 

る：3 名 

し 

仕組みを見る

できたから。

てためになっ

 

ではないから

構造を立体的

った。 

本当にでき

を体験できた

に食べて面白

ても楽しかっ

った。 

から。 

講義と実習が

見る：7 名 

る 

 

った。 

ら見ていてす

的に感じるこ

きると思って

たから。 

白かった。 

った。 

がセットにな

すごく面白か

とができた

いなかった。

っている授業

った。 

ため。 

。 

業）とその理理由 



Ⅱ－２－

 家

 牧

 搾

 羊

 無

 

＜理由

家畜

・

・

 

牧草

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 

 

Ⅱ－２－

 カ

 ソ

 チ

 ア

 ヨ

 プ

 焼

 ヨ

 

 

 

 

 

－４）最も理

家畜（ニワト

牧草から牛乳

搾乳した生乳

羊毛の加工：

無回答：3 名

由＞ 

畜（ニワトリ

・解剖は慣れ

・話が飛躍し

草から牛乳が

・時間が短い

・内容が少し

・内容がやや

・化学的だっ

・最初に黒板

・化学的なと

・成分などが

・説明がよく

・個人的に難

 

－５）作って

カレー：4 名

ソーセージ：

チーズ：3 名

アイスクリー

ヨーグルト 

プリン 

焼き鳥 

ヨーグルト 

理解しにくか

トリ）の体の

乳ができるま

乳を加工する

該当者なし

名 

リ）の体の仕

れていないの

していた。 

ができるまで

いと感じた。

し難しかった

やこしかった

った。 

板に書いてあ

ところが難し

が良くわから

く聞こえなか

難しいと思っ

てみたい食品

名 

3 名 

名 

ーム：2 名 

かった実習（

の仕組みを見

まで：10 名

る：該当者な

し 

仕組みを見る

ので大変だっ

で 

 

た。 

た。 

あることが分

しかった。 

らなかった。

かったため。

ったから。 

品や体験して

（講義と実習

見る：2 名 

なし 

る 

った。 

分かりにくか

 

 

てみたい作業

がセットに

かった。 

工程 

なっている授授業）とそのの理由 



Ⅱ－２－

 非

 ま

 あ

 全

 無

 

 

 

 

Ⅱ－３

Ⅱ－３－

 大

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 無

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 無

 

－６）演習中

非常にやって

まあまあやっ

あまりやりた

全くやりたく

無回答：2 名

【今回の発表

－１）発表準

大変よく理解

まあまあ理解

あまり理解で

全く理解でき

－２）演習３

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

無回答：2 名

－３）発表の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

無回答：1 名

中に自習して

てみたい：8

ってみたい：

たくない：1

くない：1 名

名 

表会および発

準備会２日目

解できた：3

解できた：9

できなかった

きなかった：

３日目の農場

う：8 名 

う思う：3 名

思わない：1

い：1 名 

名 

のチームワー

う：12 名 

う思う：2 名

思わない：該

い：該当者な

名 

てみたいか 

名 

3 名 

名 

 

発表準備に関

目の教員と技

名 

名 

た：3 名 

該当者なし

場における自

 

名 

ークは上手く

 

該当者なし 

なし 

関する質問】

技術職員によ

し 

自由質問時間

できたか 

 

る授業と討論

は発表の準備

論は理解でき

備に役立った

きたか 

たか 



Ⅱ－３－

 上

 中

 下

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３－

 強

 ま

 あ

 全

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４）他班の

上位に位置し

中程度に位置

下位に位置し

－５）発表の

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

－６）発表会

強くそう思う

まあまあそう

あまりそう思

全く思わない

の発表と比較

していた：5

置していた 7

していた：3

のための基礎

う：6 名 

う思う：7 名

思わない：2

い：該当者な

会をすること

う：12 名 

う思う：3 名

思わない：該

い：該当者な

較して自分た

名 

7 名 

名 

礎的な手法が

 

名 

なし 

とで，講義や

 

該当者なし 

なし 

たちの発表は

が身に着いた

や実習の内容

 

か 

容がより理解できた 



Ⅲ ＴＡ

Ⅲ－１

Ⅲ－１－

 乳

 乳

 中

 肉

 無

 

＜具体

乳搾

・

・

・

・

・

・

乳牛

・

・

・

中小

・

・

Ａに関する質

【ＴＡの補助

－１）ＴＡの

乳搾り体験：

乳牛へのエサ

中小家畜への

肉牛へのエサ

無回答：2 名

体例＞ 

搾り体験 

・いろいろ教

・近くにいて

・わからない

・少人数だっ

・たのしかっ

・そばで話し

 

牛へのエサや

・わからない

・分量が難し

・餌のやり方

 

小家畜へのエ

・やり方を教

・餌のやり方

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 

助に関する質

の補助が最も

7 名 

サやり：4 名

のエサやりと

サやり：該当

名 

教えてくれた

てくれてお手

いことを教え

ったので説明

ったため。 

しかけてくれ

やり 

いことを教え

しい。 

方を教えてく

エサやりと畜

教えてくださ

方を教えてく

質問】 

も役に立った

 

と畜舎の掃除

当者なし 

た。 

手伝いやアド

えてくれた。

明もわかりや

れた。 

えてくれた。

れた。 

畜舎の掃除 

さった。 

れた。 

たのは、どの

除：2 名 

ドバイスをく

 

やすかった。

 

管理作業か

れたから。

 

（その具体例例） 



Ⅲ－１－

 家

 牧

 搾

 羊

 無

 

＜具体

家畜

・

・

・

・

・

搾乳

・

羊毛

・

・

・

・

・

・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２）ＴＡの

家畜（ニワト

牧草から牛乳

搾乳した生乳

羊毛の加工：

無回答：2 名

体例＞ 

畜（ニワトリ

・自分ではで

・わからない

・自分ではで

・わからない

・解剖したこ

 

乳した生乳を

・やり方を教

 

毛の加工 

・作り方や知

・TA が指導

・羊毛の加工

・親切に教え

・羊毛の加工

・羊のマスコ

の補助が最も

トリ）の体の

乳ができるま

乳を加工する

7 名 

名 

リ）の体の仕

できない解剖

いことを教え

できなかった

いことを教え

ことないから

を加工する 

教えてくださ

知識を教えて

してくれたか

工の仕方を具

えてくれた。

工方法を教え

コットづくり

も役に立った

の仕組みを見

まで：該当者

る：1 名 

仕組みを見る

剖をしてくれ

えてくれた。

たから。 

えてくれた。

ら。 

さった。 

てくれた。 

から。 

具体的に教え

 

えてくれた。

を手伝って

たのは、どの

見る：5 名 

者なし 

る 

れて説明もわ

 

 

えてくれたた

 

てくださった

実習か（そ

かりやすか

め。 

。 

の具体例） 

った。 



Ⅲ－１－

 は

 い

 

＜理由

はい

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

－３）発表準

はい：15 名 

いいえ：該当

由＞ 

い 

・わからない

・心配してく

・自分たちの

・先生よりも

・やさしくて

・材料を準備

・パソコンや

・いつも優し

・写真をくれ

・パソコンの

・常に近くに

・画用紙など

・発表内容の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備において

当者なし 

いことに対し

くれた。 

の気づかない

も気軽に話し

て学習面にお

備してくださ

や原稿の準備

しくてニコニ

れたりパソコ

の使い方を教

にいてくださ

どを準備して

のきっかけ作

てＴＡの補助

して的確なア

い考えを出し

しかけること

おいてもとて

さった。 

備をしてくれ

ニコ丁寧に指

コン操作を手

教えてくれた

さるので質問

て、絵につい

作り、参考に

助は役に立っ

アドバイスを

してくれた。

ができたか

ても役に立ち

れた。 

指導をしてく

手伝ってくれ

た。 

問しやすかっ

いても意見を

になった。 

たか（その理

もらえた。

 

から。 

ました。 

れたため。

れた。 

た。 

くださった。

理由） 

。 



総合考察 

 平成 25 年度までは、非農学系学生を対象とした命の尊厳を涵養する食農フィールド科学演習

と農学系学生を対象とした酪農フィールド科学演習のみを開講してきたが、平成 26 年度は、こ

れらの演習に加えて、保育系学部生のための食農フィールド科学演習を試験的に実施した。そ

の理由は、平成 27 年度から共同利用拠点の再認定を受けたことにある。継続認定では、これま

での演習に加えてさらに二つの新しい演習を開講する予定となっており、その一つが保育系学

部生のための食農フィールド科学演習である。今年度の本演習の受講生は、関東圏の女子学生

であり、これまでのフィールド授業体験はほとんどなかったことから、食農体験や畜産に関す

る知識の習得だけではなく、単純に自然の中で 4 日間を過ごせたことや、初めて見る大きな牛

に触れることができたことなどが大きく印象に残ったようである。また、本演習でもニワトリ

の解体実習を取り入れていたが、それに対する感想も、命の尊厳を涵養する食農フィールド科

学演習の受講生とは異なっていた。具体的には、卒業後に保育に携わる学生が多いことから、

幼稚園や保育園の教員の目線で動物の命について考える傾向にあった。本演習の最後に行った

発表会においても、他の演習の受講生がＰＣを用いていたのに対して、保育の現場で用いる紙

芝居や人形劇の手法を用いる点が特徴的であった、尚、大学院生ＴＡに対する受講生の評価は

概ね良好であったが、ＴＡを担当した大学院生は、自分たちの専門とかなり異なる受講生に対

しての戸惑いも認められた。しかし、今後もＴＡを伴う授業プログラムを継続することで、受

講生とＴＡの大学院生が異分野交流を通して学ぶことも大きいと思われる。本農場では平成 27

年度から共同利用拠点の再認定を受けており、特に保育系学部生のための食農フィールド科学

演習が継続後の新規開講科目となるので、生物生産と保育とを融合した学際的な教育について

さらに質的向上に努めたい。そのためには、受講生だけでなく、保育系大学の教員の積極的参

加が望まれる。 

 

 


